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1　 は じめ に

様々 な開発行為や 整備事 業等 に よ っ て 日本 の

土 地 利用 は 急 激に 変化 し て い る 。 こ の よ うな±

地利 用の 変遷 過程 は ，残 され た 自然環境の 保全

や今 後 の 土地利 用計 画 を考 える 上 で 重 要 な情

報 で あ り，そ の 的確 な理解が望 まれる 。

　土 地利用変化 に 関す る 調査 は，現地調査 に 基

づ く統計 的な手法に依存する場合が 多い 。 そ の

た め 多 くの 場合 ， 行政 区画 毎の お お まか な情報

となっ て しまい
， その 調査項 目 も限定され て い

る 。 近年で は
， 細密 数値地 図 な ど の デ ジ タ ル デ

ー
タが利用 可 能な地域 もある が ，1970年代以 降

の 首都圏な ど都市近郊に 限 られ る 。 その た め
，

そ の 他 の 地域 で は統
一

的 な手 法 に よ っ て 明 ら

か に した 土地利用 の 変遷 に 関する情報，特 に 長

期 間 に お よ び か つ 空 間分布 を含 む もの は存 在

しな い 。

　地 理情報 シ ス テ ム （Geographical　Information

System ；Gls）は，地 理 情報を コ ン ピ ュ
ー

タ に取

り込 む こ とか ら，地域全体 を視覚的 に捉 え ， 重

ね 合わ せ 等 の 分析が 比 較的容易に行 える た め
，

近年様 々 な分野 で 利用 され て い る 。 こ れ らの シ

ス テ ム は
， 大 規模な 開発等が 以前の 土地利用 を

ど の よ うに 変化 させ て きた か を長期 的か つ 空

間的 に 理解す る ため に は 有効 な ッ
ール で あ り ，

得 られ た情報 は
， 将来の 土地利用計画 を考 え る

際に 有益iと考え られ る 。

　既往研 究 に お い て も，GIS を用 い て土 地利用

変化 を分析 した もの が 見られ るが ，1970 年代以

降 の 都市近郊が 中心 となっ て い る
n

。 そ こ で
，

本研究で は ，国営 農地開発事業お よび県営 開拓

パ イ ロ ッ ト事業 に よ る 果樹 園の 造成 や 土砂 採

取 な ど
， 大規模 な開発 が集中 して 行われ た 兵庫

県 淡路 町 を対象地 と して ， 大正 時代 か ら現在 ま

で の 土地利 用 を GIS に よ り分析 した 。 さ ら に特

徴 的な変化 に つ い て は ，そ の 変遷過程 を明 らか

に する と と もに ，そ の 要因 を既存 の 資料 か ら考

察 し，GIS の 有効性 に つ い て 議論 した 。

n　 調査 対象地 の 概 況 と研 究方法

1．　 淡路 町 の概 況

　研究対象 地は 兵庫県津名郡淡路町 と した （図

D。総面 積 は 13．17km2，人口 7431 人 （1995 年，

国勢調査〉で ある 。 淡路町 は淡路島 の 北東 部に

位置す る 。 1998 年 に神戸市 と淡路町 をつ な ぐ明

石海峡大橋 が 開通 し ， 阪神圏 へ の ア ク セ ス が容

易な地 域 で あ る。

　淡路町 の 地 形は周囲を断層 で か ぎられ た 地塁

山地で
，

こ れ ら の 断層崖が 海 へ と落ち込 ん で い

る た め
， 北 西部か ら南部 に 広が る山地 部 は 比較

的 な だ らか な地 勢 とな り，反 面 ，周囲に は 平地

が 少な い と い う特徴 を示 す 2）
。
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2． 使用 した デ
ー

タ と研究方法

（1）使用 したデ
ー

タお よ び ソ フ トウ ェ ア

　本研究 で は国土地理 院の 発行す る 1923 年，

1947 年 ，
1967 年 ，

1992 年 ，
1997 年 の 1／25000

の 地形図 （明 石 ，須磨 ，田 之代 ，仮屋 ）と 1974

年の 1／25000 の 土地利用 図 を用 い た。こ れ らは

大正時代 か ら現在 まで の 間 で ，土地利用図や

地形 図が 入手可能 で
， なお か つ ニヒ地利用の 変

化が 顕 著 で あ る 時 期 と い う理 由か ら選 択 し

た 。 GIS ソ フ トには Erdas杜の Imagine と ESRI

社 の ArcView を用 い た 。 また 1954 年米軍 撮影

の 白黒空中写真 と 1995年撮影の カ ラ
ー

空 中写

真 を参考資料 とし て 用 い た 。

（2）土 地利用区分 の 方法

　土 地 利用区分 図は （1）で 挙げ た各地 図の 土

地利用区分 を コ ン ピ ュ
ー

タ 画 面上 で 目視に よ

り判読 し，マ ウス に よ っ て デ ジ タイズ する こ

と で 作成す る こ と と した。 まず，各地図 を ド

ラ ム ス キ ャ ナーに よ っ て デ ジ タ ル 画像 と し，

そ の 4 隅の 緯度経度 か ら UTM 座標 を算 出 ，
璽

次の ア フ ィ ン 変換 式を作成 し，UTM 座 標系に

変換 した 。 再配置 は 最近隣内挿法，解像度 2．5m

で 行 っ た 。 こ れ らの UTM 座 標系 に変換 した地

形図 を背景に ± 地 利用区分の 境界線 を マ ウ ス

に よ りデ ジ タ イズ し，そ れ ぞ れ にポ リ ゴ ン 化

した。土地利 用区分 は
， 樹 林地 ， 水 田 ， 畑地 ，

果樹 園 ， 自然裸地 ，荒廃 地 ， 水域 ， 都市 的利用

地の 8 区分 と した。樹林 地 に つ い て は
， 針葉樹

林 ， 広 葉樹 林 ，竹林等樹林 とみ なせ る 6 項 目

（1923 年地 形 図 で は 4 項 目，1974 年土地利用 図

で は 8 項 目） を，畑地は牧草地 を含む 4 項 目

（1974 年土 地利用図 で は 5 項 目〉を ま とめた 。

また野草地，空地 ， 荒地 ， 改変工事中の 区域 は

荒廃地 と して 区分 した 。 こ れ に よ り、各年を通

して 統一的な区分 を行 っ た 。 また 、前述 の 空 中

写真 は 土地利 用 を判読 す る 際 の 参考 と と も に ，

土 地 利用変遷の 確認 に用 い た 。

（3）土 地利用 変遷 の 把握

　各年ご とに淡路町 総 面積 に対す る各土 地利用

の 面積比率を算出 し た
。 また ，こ れ ら の 重ね合

わせ か ら土地利網変遷 を把握 した。果樹 園，荒

廃地 ，都市的利用地 に つ い て は
， 特徴 的 な変化

が見 られ た 時代 を中心 に，そ の 前後の 地 図の 重

ね あ わ せ
， 切 り出 し を行 うこ と で ，変化 が起 こ

る前の 土地 利用 を拍 出 し，土地利用変遷 に ど の

よ うな影響を与 えた の か を検 討 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ 5　　　 ロ　　　 ロ 5　　　 ロ lc：e
N 淡路町 境界 　　　　　 E 璽 璽 一

匚：コ 樹林 地　 　 　 　 　 皿 自然裸 地

　 　 　 　 　 鬮 荒廃 地匚コ 水 田

　 　 　 　 　 ■匳 氷域澀 畑地

匿コ 果 樹 園 　 匚コ 都市 的 利用 地

図 21997 年の 淡路町 の土 地利用区分

170　 農村計画論文集 第 3集 2001年 12月

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association of Rural Planning

NII-Electronic Library Service

The 　Assoolatlon 　of 　Rural 　Plannlng

m 結果 と考察

1．淡路 町の 土地利用

　解析結果の
一t

つ で あ る 1997

年の 対象地 の 土 地 利 用 区分 を

図 2 に示 し た
。 淡路 町 で は 東側

の 海岸 部 に都 市的利 用地 が集

中 し
， 樹林地 ， 荒廃 地等の 面積

が比較 的大 きい こ とが わ か る 。

　各年 の 淡 路 町総面 積 に 対 す

る各土 地利用 区分 の 割合 を土

地利用 比率 と して
，

1923 年か

ら川頁に 並 べ
， 図 3 に 示 した 。 土

地利用 区分 は左か ら樹林地，水

田，畑 地，果 樹園， 自然裸地 ，

荒廃地 ， 水 域 ， 都市的利 用地 の

順 に並 んで い る。
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1947年

1967年
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飄 自然裸地

驪 都市的利用地

土地利用比率 （Olo ）

□畑地

麟荒廃地

図 3　淡路町の各年の土地利用比率

　1997 年に お ける 土地利用 比率 をみ る と
， 樹林

地が 55．9％ ともっ と も高 く，つ い で
， 都市 的利

用地 16．5％
， 荒廃地 11．2％ とな っ た 。 そ の ほ か

水［B8 ．8％ ，果樹園 35 ％ ，畑地 2．0％ な ど農用

地 の 割合は 比較的低 か っ た 。

　土地利用変 遷 をみ る と，樹林地 は 1974年 か ら

1992年 に か けて
，

わずか に 増加 した もの の ，減

少傾 向にあ っ た。逆に ，都市的利 用 地 や 荒廃地

は 増加傾向 に あ り， 近年特 に 急激 に増加 し て い

た 。 果樹 園は 1947 年 まで は ほ と ん ど見 られ な

か っ た が
，

1967 年か ら急激 に増加 し
，

1992 年

以降再 び低 い 値 を示 した 。

2．特徴的な 土 地利用変遷

　土 地利用 変遷 過程 にお い て ，特徴的な変化 を

示 した （D 果樹 園， （2＞荒廃地，（3）都市的

利用地 に つ い て さら に 分析 し， 考察 を行 っ た 。

（1）果樹 園面積の 急激 な変化

　図 4 に果樹 園の 面積比率 の 変化を示す。果 樹

園は 1947年 まで は約 0．3％ で あ っ た が ， その 後，

急激 に 増加 し
，

1974 年 に は 10％ に達 した。 し

か し ， そ の 後 35 ％ まで低下 した。

　淡路 町で は
， 丘 陵地 にお い て 国営農地 開発事

業 お よ び 県営 開拓 パ イ ロ ッ ト事 業 に よ る 果樹

園等の 農地造 成が 行われ て い る 。

2D

　 15

ま

嘉
t｛ 1D

　 5

100％

」

Ooo
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208910691

0
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図 4　果樹 園の 面積比率の 変化

　こ れ ら の 事業 は経 営 規模の 拡 大お よび 生 産

性の 向上 に よ っ て 農 業経営 の 安定化 を図 る た

めに計 画 され た もの で あ る。 しか し，島外 の 所

有者が 多か っ た こ とや ， み か ん 価格 の 暴落 など

に よ り，その 相 当部 分で 耕作放 棄等の 管理不良

の 状況が 生 じて い る 。 た とえば ，1964年に 県営

開拓 パ イ ロ ッ ト事業 が 着工 さ れ た ち ひ ろ 地 区

で は全体 の 23．5ha の うち ， 約 40％が管理不良

とな っ て い る
3｝ 4）

。 そ の ため ，果樹 園で 見 られ

た面積 の増加 ・減少は，この よ うな現状 を反映

した結果 と考えられ る。
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■樹林地 　 　ロ 水田

凹荒廃地　　鬮 水域

50％　 　 　 　 　 　 　 　 100％，
　 土地利用比率（％ ）

□畑地

圏都市的利用

□果樹園

図 51974 年 に果樹 園だ っ た場所の 土 地

利用変化

注 ）1974 年 に 果 樹 園 だ っ た 場 所 が 1947 年 と

　 工992 年 に どの よ うな土 地利用 で あ っ た か

　 を分析 し た。抽 出 した 総 面 積 に 対 す る 各

　土地利 用 を土 地 利 用 比 率で 示 した 。

　そ こ で
， 果樹 園が ど の よ うな土 地で造 成 され，

造成 さ れ た 果樹 園が ど の よ うな土 地 利 用 へ 変

化 した の か を明 らか に す るた め に さ ら に 分析

を行 っ た 。 まず，果樹園面積 が最 大 （約 136ha ）

と な っ た 1974 年に果樹園で あ っ た土 地 を抽出

し，その 前後 （1947 年 ， 1992 年）の 地図 に重

ねあわ せ ，切 り出 した 。 図 5 は，こ の よ うに し

て 抽 出 した 総面積 に 対す る 各年 の 土 地 利用 比

率を示 した もの で あ る 。 こ れ に よる と，1947年
の 土 地 利用比 率 か ら

， 果樹 園の 造成 に は 樹 林

地，水 田，荒廃地 ，水域が 用 い られた こ とが わ

か っ た 。

一方 ，
1992 年の 土 地 利用比率 をみ る と，

果樹 園は約 30％ で
， 大半が樹 林地だ っ た。こ れ

は放棄 され樹林化 した も の と考 えられ る 。 しか

し， その ほ かに畑地や 都市的利用地 な どが 含 ま

れ
，

1947 年の 土地利用 と は異 な っ て い た 。

（2）荒廃地 の 段階的 な増加

　図 6 に荒廃地 の 面積比率 の 変化 を示す 。

　荒廃地 は 1967 年か ら 1974年にか けて と 1992

年か ら 1997 年 に か けて の 2 回急激な増加が 見

られ た 。

　淡路町で は 大 阪湾
一

帯の 埋 め立 て や ， 関西国

際空港 の 整備の た め の 土砂 採取が 行 わ れ て お

（
ま）
掛
遣
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図 6　荒廃地の 面積比率 の 変化　年

り，地 図上 で 見 られ た大規模 な荒廃 地の ほ とん

ど は こ の よ うな事業に よ る もの で あ る 。

　段 階的 な増加が見 られ た の は ，こ の よ うな町

外 の 大規模 開発 を反映 し た もの と考 えら れ る 。

図 7 に土地 利用区分 を行 っ た 1967年 ，1974 年，

1992 年 ， 1997 年 の 淡路町 南部 の 地 図を示す 。

これ に よ る と ，1967 年か ら 1992 年にか けて は

東南 部 の 海 岸沿 い を 中心 に 荒 廃地 が 増 加 し，

1997 年に は 内陸で も大規模 な荒 廃地 が見 られ

た 。 また荒廃地 は ほ とん どが樹林地 か ら変化 し

た こ とが わか っ た 。

（3）都市的 利用地 の 急増

　都市 的利用地 は 1923 年以降常 に増 加傾 向に

あ っ た 。 そ こ で 、年単位 の 増加率を把握す るた

め に 、 面積 比率の 差 を経過年数 で 割 り、100 を

かけ た もの を面積増加率 と して 図 8 に 示 した 。

1992 年 まで は最 大 で 30％程度の 増加 率だ っ た

が ， 1997 年の 増加率 は 70 ％ に達 し，都市的利

用 地 が 急増 した こ とが わ か る 。 図 7 の 1992 年

と 1997 年 の 土地利用 図か らも海岸部 に 大規模

な都 市的利 用地が 現 れ た こ とが わ か る 。 こ れ は

神戸 淡路 鳴 門 自動 車道 の 建設 に よ る もの で あ

る 。 こ れ ら の 開発 に利用 され た 土 地 に つ い て 分

析す るた め ，1997 年 に都市的利用地 だ っ た土 地

を抽 出 し
，

1992年の 地図 に重 ねて 切 りだ し，こ

の 部 分の 土 地利用比率 を図 9 に 示 した 。 そ の 結

果，主に褂林地 と水田が 利用 され た こ とが わ か

っ た 。
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匚コ 水田　　　　　　膕 果 樹 園
皿 皇然裸地 ■■ 水域

  亢 廃地　　　　　　 ［：］都市的利用 地

図 7　淡路町南部の土 地利用変遷
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図 8　都市的利用 地の 面積増加率

　注） 面 積 増 加 率 （％ ）＝ （都市的 利 用 地

　 の 面積比 率 の 差）1 （経 過 年 数 ） ＊ 100

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　0．3％

図 9　1997 年 の 都市 的利用地 に対する 1992

年の 土地利用区分
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3．総合考察

　 GIS を用 い て 土 地利用変遷 をとらえる こ と に

よ っ て ，大正 時代 か ら現在 まで の長期的な変化

を統一的な手法で 分析する こ とがで きた 。

　 淡路町 にお け る 土地 利用変遷で は
， 大規模 開

発に よ っ て 影響 を受 けた の は ほ と ん どが 樹 林

地 で あ る こ とが明 らか に な っ た 。

一
方で

， 現在

残 っ て い る樹林地 に つ い て は ，
一

部 果樹 園 と し

て 造成 され た も の もある が ，
ほ と ん どが 大正 時

代 以 前 か ら残 っ て い る と い う こ とが 示 唆 さ れ

た 。 当地域で は
， 関西 国際空港第二 期工 事も始

ま っ た こ とで
， 今後 さ らな る土 砂採取 の 可能性

もある。そ の た め
， 残 された樹林地 を保全 する

た め の 早急 な対策が 望 まれ る 。 また
， 土砂採取

跡地 （荒廃地）や ，放置 され た果樹 園な ど をど

う活 用 して い くか も重 要 な課題 とな る で あ ろ

う。

　 今回 ， 道路網 な ど ア クセ ス 条件 に つ い て は触

れ なか っ た が，パ イ ロ ッ ト事業で は，丘陵地 に

お け る 果樹 園等の 農 地 造 成 と と もに道路 網 の

整備 が進 ん だ 。 当初 海岸部で 進 ん で い た土砂採

取 が丘 陵地 で 見 られ る よ うに な っ た の は 1 こ の

よ うに 整 備 された道路 網が 利 用 され た こ と に

よる と考え られ る 。

　今後，こ こ で の 解析結果に ，様 々 な 自然お よ

び社会条件 を重ねあわせ ，± 地 利用変 遷 と の 関

連 を明 らか に して い きたい と考えて い る。こ の

よ うに多 くの 要素 と重 ね あわ せ て 結果 を高度

化で きる の も GIS の 大 きな利点 の 1 つ で あ り，

本 解析結果 も さらなる 発展が 期待で きる 。

　ア ク セ ス 条 件や 標高 な ど様 々 な条件 と土 地

利 用 と の 関 係が 明 らか に なれ ば
， 人為的影響 を

受 けや す い 地 域，人手 に よ っ て 環境回復 を図る

必要の あ る 地域，開発に向い て い な い 地域等の

同定が可 能 と な り，今後の 土 地利 用計画 に 有効

な情報 とな りうる と考 え られ た。

　IV まとめ

　 兵庫 県淡路 町にお い て ，大正 時代 か ら現在 ま

で の 土 地利用変遷 を GIS を用 い て 分析 した 。

　 そ の 結果，淡路 町で は海岸部に都市 的利用 地

が 集中 し，樹 林地 ， 荒廃地の 面 積が 比較的大 き

い こ とが わ か っ た 。 土 地利 用変遷 に お い て は ，

（1）果樹 園面積が短期間に増加，減少 した，（2）

荒廃地 の 面積が段 階 的に 増加 した，（3）近年 ，

都市的利 用地が急増 した，とい う 3 つ の 特徴 が

見 られ た。こ の 3 点に つ い て さ らに分析 を進め

た 結果 ，
ほ とん どが樹 林地 か らの 変化 で あ り，

そ の 減少 に つ なが っ た こ とが 示唆 さ れ た 。 こ れ

ら一連 の 解析結果 に よ り，土地利 用 変遷 を と ら

える手法 と して に お い て
，

G 正S を用 い た 分析 の

有効性が 示唆 され る とともに ，今後異 なる 条件

と重 ねあ わせ ，土 地利用変遷 と の 関 連 を明 ら か

に して い く必 要が ある と考 え られ た 。
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Thc 　purpose　of　this　s由 dy　is　to　examine 　laHd　use 　 changes 　in　Awaji−cho ，　HyQgo 　prefecture　in　order 　to　undcrstand 亡he

re ］atjonshlp 　betwee 冂 regiona ］　land　use 　 characleristics 　and 　nature 　environment ．　 We 　analyzed 　land　use 　changes 　from 　1923

！ol997 　inAwaji −cho 　using 　geographic 　information　system （α S）．　Laロd　use 　1ypes　were 　ciassified 　into　woodland ，　wet 　field，
dry　field，　orchard ，　barren、　abandoned ，　water 　and 　 urban 　areas ．　ResulLs　show ： 1）the 　aτea 　of 　erchard 　fluctua［ed 　in　a 　short

period　Qf 　time，2）areas 　ofabandoned 　la囗d　and 　urban 　area 　increased　rapidly ，3）areas 　of　woodland 　and 　wet 　fielddecreased ．
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